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1‐2.研究対象	
 

建築専門誌　　『新建築住宅特集』	
 

1985年～2012年　　約28年間	
 

条件	
 
	
 
延べ床面積500㎡以上	
 
	
 
3世帯以上が複合して居住する場合は除外	
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室	
 

生活に最低限必要な機能を持つ室	
 

現代日本の通常の住宅に見られる室	
 

特徴的な機能を持つ室	
 

リビング	
 

ダイニング	
 

寝室	
 

風呂など	
 

応接室	
 

サロン	
 

スポーツ室	
 

接客	
 

運動	
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3-2.分析結果	
 

・玄関から近い位置に応接室・サロンなどの人が集まる空間が配置	
 
　されている例が全体の33％ある。	
 

・配置には大別して二つの方法がある。	
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廊下を設けず室同士を繋げたり、ギャラリーなど別の機能を持った空
間を介して室同士を繋げる方法(室接続型)	
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3-2.分析結果	
 

(B)廊下ではない別の機能を持つ室を介して室を繋げる	
 

VILLA	
 	
 TAIYO	
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三四郎の家	
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3-2.分析結果	
 

(1)廊下接続型	
 

室	
 

(2)室接続型	
 

(A)中心接続型	
 

(B)他機能接続型	
 

(C)無機能接続型	
 曲線を用いた平面	
 



(1) 生活に不可欠な機能以外の特殊な機能を持つ室	
 

(2)人が集まる空間が大きい空間になり、大きなボリュームを挿入	
 
	
 
	
 
(3)小住宅の拡大という方法(廊下接続型)／小住宅の拡大でない方法(室接続型)	
 
	
 
	
 
(4)室接続型の一部は曲線を用いた平面によって、室と室を曖昧に繋げている	
 

4.結論	
 


